
学校園の適正規模にঢ়する意ৄ（௷ხ）

分類 意ৄ

・学校園の適正規模について考える上での前提は、岸和田の子どもたちの知・徳・体・調和のとれた人づくりの実
現であり、子どもの学び育つ集団としては、一定の人数と集団の変化が必要である

・৵学ڭফেかैڲফেあるいは中学ڭফেかैگফেの、ग人ঢ়બで育つऒとは、েきるৡを育ि୭と
してはଐくない
・子どものৎかैいौいौな考え্やக௴があるऒとを知り、育つऒとはଝਜઇ育にउいては大જなऒとである
・現状の学校施設を保持したまま、児童数を増やすために、施策に加えて、地域の特性を活かした特色ある学校づ
くりに取り組んではどうか
・学校園の施設の再編整備だけが手段ではない

適正規模につい
ての意ৄ

資料１

・॥গॽॣش३ঙথચৡをહけるためには、人数でে活するऒとが大જではないか

・情報をড়に৫ંし、ହをब、َजれについてどう考えますかُとਖいਢけるऒとが大જである
・કড়に考えてもैうऒとがశଞに大જではないか

・地域と学校の結びつきや地域の中で学校が果たす役割などを熟慮して、地域との合意形成がなにより大事である

合意形成（情報
共有）に
ঢ়する意ৄ


